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発行 １５．１２．２４ 
 
      ＪＲ東労組 業務部 

《 要 求 項 目 》 

１．盛岡、秋田及び仙台支社における今後の駅業務及び雇用のあり方と

将来展望を明らかにすること。 
 
２．盛岡、秋田及び仙台支社における駅業務運営体制（ＪＲ直轄駅、業

務委託駅、無人駅）の現状を具体的に明らかにすること。 
 
３．ＪＲ東日本東北総合サービス㈱に仙台駅出札を委託する目的を明ら

かにすること。 
 
４．７月１日のＪＲ東日本グループ事業再編に伴い、盛岡、秋田及び仙

台支社の駅業務受託事業を請け負ったＪＲ東日本東北総合サービス

㈱の今後の事業展望を明らかにすること。 
 
５．ＪＲ東日本東北総合サービス㈱の駅業務受託事業および構内事業の

収支状況を明らかにすること。 
 
６．ＪＲ東日本東北総合サービス㈱における若年出向者、エルダー出向

者およびプロパー社員の比率を明らかにすること。また、今後のプ

ロパー採用計画を明らかにすること。 

 

以 上 

ＪＲ東日本における駅は、街と地域の「顔」としての重要な役割を担っています。そして、ＪＲ
東日本発足以降積み上げてきた信頼を基礎に、多くのお客様から利用される駅を全組合員の努力に
よって実現してきました。 
一方で、グループ経営構想Ⅴの中で展開されている「水平分業」と「全体最適」という考え方の

もとに、急速に進展するグループ会社への業務委託や駅の無人化によって、街と地域の「顔」とし
ての駅は大きな変化の時期を迎えています。 
そのような中、11 月 20 日に仙台駅出札の業務委託（2016 年 4 月 1 日実施）が仙台支社から仙台

地本へ提案されました。その前段の 9 月 30 日には、仙台駅新幹線南改札の業務委託（2015 年 12 月
6 日実施）も提案されており、東北地方の玄関口である仙台駅が大規模に委託されることになれば、
今後の東北地方における駅のあり方は大きく変化することになります。この事は、駅業務体制の運
営の問題だけではなく、雇用やグループ会社の経営にも関わる重大な問題です。将来展望を示すこ
となく過度な業務委託が進められれば、技術継承や技能伝承に弊害をもたらすだけではなく、ＪＲ
東日本の未来を切り拓くことは出来ません。 


